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千葉の内なる国際化

石戸 光
はじめに
本稿では， I千葉の内なる国際化Jとは何かについて試論を展開した
いと思います。公共の問題を多くの公共市民で共有し考えていくという
「公共哲学」的な観点からは，なるべく一般の方にも広く読んでいただ
くことを踏まえるべきで，そのため本稿は，学術的というよりも，分か
りやすい表現を心がけています。論文らしからぬ体裁はご了承ください。
本稿の構成は以下の通りです。第 1節では 千葉の「内なる国際化J
について述べ，第 2節では，モノの面での千葉の国際化を考えます。第 
3節では，外国企業の千葉への進出について考察します。第4節は，人
を中心とした内なる国際化のあり方について述べ，最後の第 5節では，
本稿のまとめを行います。
第 1節千葉の内なる国際化
国際(インターナショナル， international)とは，その名の通り「国
と国の際(きわ)，つまり国をまたいだ状況を指す言葉です。この言葉
を最初に用いたのは， 18世紀から 19世紀に活躍したイギリスの哲学者J
ベンサムといわれています。ここで私たち人聞がどこで生活しているか
というと，それは，それぞれの国の中において，という考えが適当です。 
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ですから「国際」という場所は，存在していないのです。そうすると，
国際化とは，国と国の境目だけでなく，例えば「千葉県の中jでまさに
起きているのです。これを「内なる国際化」と呼びたいと思います。こ
図1-1 千葉県の地図
出所:千葉県HPより。
図1-2 千葉の内なる国際化 
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のブックレットでは，この「千葉の内なる国際化」をメインテーマにし
ていきます。
千葉県は，図 1-1のような大きさです。世界地図で見ると，小さい
ですね。千葉に焦点をあてて「千葉の内なる国際化」の様子を示したの
が，図 1-2です。矢印は，千葉県と外国との聞に物や企業や人の流出
入がなされていることを表します。そのようなやりとりはもちろん，日
本の東京都や他の県ともなされますが，このブックレットで注目したい
のは，外国とのやりとりです。外国とのやりとりによって，千葉県はこ
れまでにも大きく変貌して来ていて，今後のさらに大きな変化が予想さ
れるのです。
第 2節物の国際化と千葉
物の取引は，日本の歴史の中でも主にユーラシア大陸の国々，特に中
国や韓国と古くから行われてきましたが，近代になって，この物の国際
化は，ますます活発になってきました。外国との物のやり取りを「貿易J
といいますが，千葉の貿易の全体額は，表 2-1のような近況です。こ
の表によると，千葉は，貿易額(輸出額十輸入額)でみると，全国のお
よそ 5分の lを占めていて，日本の中で非常に大きな役割を果たす県で
あるといえます。けれども日本で有数の千葉港は，世界的には数十位で，
国際的には，決して大きいものではありません(例えば中東のドパイと
いう都市の貿易は，急成長し規模が拡大しているそうです)。ちなみに，
輸出額から輸入額を差しヲ|いたものが貿易収支ですが，千葉の場合，貿
易赤字となっています。
千葉には，成田空港，千葉港，木更津港という三つの貿易用の拠点が
あり，それぞれの施設での貿易品目や相手国は表2-2と表 2-3のよう
になっています。成田空港は飛行機で，千葉港と木更津港では，船で貿
易を行っています。この表を見て分かるとおり，千葉から世界へ，電子 
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部品(半導体等)，自動車，鉄鋼などが出て行き(輸出され)，世界から
千葉には，事務用機器(コンピュータ等)，原油・粗油・石油製品，天
然ガス・製造ガス 金属鉱などが入ってきて(輸入されて)います。な
ぜ貿易が活発に行われるのかというと，それは貿易によって「分業と協
力の利益jが得られるためです。地球には，いろいろな国・地域があり
ますが，それぞれの国・地域が自分の得意な物を生産して輸出し，代わ
りに生産するのに不得意な物は，それを生産するのに得意な国・地域か
ら輸入すれば，世界中の国・地域でお互いに利益を得ることができるの
です。例えば，葛南区及び千葉中央地区には，様々な企業が立地してい
て，五井地区から袖ヶ浦地区には，石油化学工場や石油製品関連企業が
集積しています。これらの大規模な工業集積地帯によって，性能の良い
工業製品をより安い値段で生産し，輸出することができます。ここで，
鉄鉱石を輸入してはじめて鉄鋼を生産することができるので，金属鉱
(鉄鉱石)の輸入は千葉にとって不可欠です。この鉄鋼は千葉の企業 
(JFE)が作るのが大変得意なので，輸出することで，世界の国々は生
活が便利になり，やはり利益を得ます。表 2-2と2-3をもとに少し詳
しく考えると，まず千葉と世界の間では「産業内貿易jが起こっていま
す。例えば輸出品の電子部品も輸入品の事務用機器(コンピュータ)も，
ともに工業製品です。工業という同じ産業の中に属する物同士を貿易し
ているので，このように呼ばれています。これが最近千葉と世界の間だ
けでなく，世界の各国の貿易で拡大してきています。
これに対して， I産業間貿易」とは，例えば工業製品を輸出して農産
物を輸入する，というような，ある産業と別の産業の間の貿易取引を行
うことです。原料としての鉄鉱石(金属鉱)とそれを加工した鉄鋼が取
引されることは，鉱業と工業の聞の取引という意味で産業間貿易と言え
ます。鉱業と工業は同じ鉱工業に属すると考えれば，産業内貿易とも考
えられますが，この産業間貿易や産業内貿易が起こる理由について，国 
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際経済学では研究が継続中です。
いずれにしても，違う種類の品物を取引することによって千葉も世界
も利益を得るからこそ，千葉は世界と貿易を行っているのです。
千葉と世界の聞の分業と協力を，図を使って考えてみましょう。図 
2-1は貿易による相互利益を表しています。これは「ヘクシャー・オ
リ}ンの貿易モデル」といって，スウェーデン人のヘクシャーさんとオ
リーンさんが考えた「なぜ、貿易をするのかJについての有名なモデルで
す。千葉も世界も，なるべくたくさんの財を生産でき，そしてそれらを
消費することで，物質的により幸福になります。千葉は石油や金属鉱を
生産することはできませんが，世界から輸入して使い(消費し)，代わ
りに，千葉や日本の他の県が生産することの得意な鉄鋼や半導体を生産
して輸出すれば，世界は日本産の優れたそれらの製品を消費することが
でき，生活が便利になります。つまり，千葉も世界も，貿易によって，
お互いに利益を得ることができるのです。またこのモデルは，千葉が
表 2-1 千葉県の貿易
単位:億円
輸出 輸入
輸出+輸入の全
国に占める割合 
輸出-輸入
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004 
2005 
2006 
2007 
89，442 
107，337 
92，485 
100，137 
103，907 
117，910 
119，631 
134，477 
146，047 
93，686 
115，334 
114，482 
114，060 
119，326 
132，030 
145，274 
165，199 
172，493 
22.1 
24.0 
22.6 
22. 7 
22.6 
22.6 
21.6 
21.0 
20.3 
-4，244 
-7，997 
21，997 
-13，923 
-15，419 
-14，120 
-25，643 
-30，722 
一26.446
注:成田空港，千葉港，木更津港の合計額
出所:千葉県庁HP(http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/f_keisei/syoukougyou/ 
0702/34-35.pdf) 
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表 2-2 千葉の主要輸出品および相手国 (2007年)
輸出 口口 金額
構成比
(%) 
相手国 金額 構成比 
成田空港
半導体等電子部品 
半導体等製造装置 
映像機器 
18，497 
7，996 
7，419 
14.4 
6.2 
5.8 
アメリカ合衆国 
中華人民共和国 
ぷ口品、 湾 
23，494 
19，166 
13，718 
18.2 
14.9 
10.6 
千葉港
自 動 車 
石油・同製品 
鉄 鋼 
6，274 
2，175 
2，039 
42.8 
14.8 
13.9 
アメリカ合衆国 
中華人民共和国 
大韓民国 
6，843 
1，812 
1，029 
46.7 
12.4 
7.0 
木更津港
鉄 鋼 
自動車 
絶縁電線 
絶縁ケーブル
2，391 
45 
27 
95.3 
1.8 
1.1 
中華人民共和国 
大韓民国 
メ キ ン コ 
492 
394 
250 
19.6 
15.7 
10.0 
表 2-3 千葉の主要輸入品および相手国 (2007年)
輸入品 金額 構成比 相手国 金額 構成比
成田空港
半導体等電子部品 
事務用機器 
(コンピュー タ等)
科学光学機器 
16，333 
15，498 
8，818 
14.3 
9.9 
7.4 
アメリカ合衆国 
中華人民共和国 
ぷ口晶、 湾 
33，793 
20，078 
7，956 
27.0 
16.1 
6.4 
千葉港
原油・粗油 
天然ガス・製造ガス 
石油製品 
14，120 
4，464 
4，039 
47.5 
14.3 
13.9 
アラブ首長国連邦 
サウジアラビア 
カ タ 一 jレ 
7，450 
5，730 
4，957 
18.4 
12.2 
木更津港
天然ガス・製造ガス 
金属鉱・くず 
石 灰ι._， 
2，100 
1，115 
933 
51.6 
22.8 
19.7 
オーストラリア 
アラブ首長国連邦 
マレーシア 
2，174 
1，323 
775 
31.3 
19.0 
11.1 I 
I 
(ほかの都道府県も)作るのが得意な独自のものを生産できる「オンリー
ワン」の県であることが大切だということを表しています。世界に貢献
できる「ナンバーワンjでなくてもよいのです。世界の人と人のあり方
も，これと同じで，みなが世界や地域社会にとってかけがえのない「オ 
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図2-1 貿易の利益:貿易で，千葉も世界も多くの物を消費できるのです!
財Yの数量
貿易を行う場合の世界の生産
L貿易を行う場合に達成可能な千葉と世界の消費の組み合わせ 
i貿易を行う場合に達成可能な「社会的満足曲線J(より
:多くの塑費ができて満足が大きい)
凶貿易を行わない場合に千葉と世界が達成可能 j
な「社会的満足曲線J(満足が小さい)
、太i;:二 ;貿易走行う場合停幣 
¥ 九三財Xの数量

貿易をしない場合の世界の生産ゃい一弘 .... 

泊費(j)線み合台;ま貿易をしない場合の千葉の生産や 
  
j泊費の緩み食わ主

ンリーワン」であることの大切さを示しているように思います。
第 3節企業の国際化と千葉
千葉の内なる国際化として物の貿易と並んで重要なものが， I企業の
国際化と千葉」というものです。企業とは，ヒトとお金の集まりですが，
海外の企業が国を超えて日本へ来てお金や知恵、を使い，工場やオフィス
を建てることを「日本への外国直接投資Jと呼びます。外国直接投資は，
千葉でも行われているのでしょうか。表3-1は 海外の企業から日本
の各都道府県への外国直接投資の件数を示しています。これによると，
千葉への外国直接投資は2004年から2006年までの 3年間で合計4件と，
あまり多くありません。千葉のすぐ下に掲載しである東京では462件と
全国で見て圧倒的に大きな件数となっています。けれども，国際的に見
ると，日本への外国直接投資(対内直接投資とも言います)の水準は非
常に低いのです。図 3-1は国ごとの対内直接投資の金額の国内総資本
形成(社会に役立ついろいろな施設にお金を使うこと)に対する割合を
示しています。これによると，日本の場合，世界平均や他の諸国と比べ
て非常に低く， 2006年には，外国企業が日本から撤退する金額が，日本
に直接投資をする金額を上回ってしまい，結果として，数字はマイナス 
(603) 267 

千葉の内なる国際化
表 3-1 海外企業の日本への投資件数 (2004年 2006年の合計件数，都道府
県別・該当のみ)
都道府県 件数(構成比)都道府県 件数(構成比)
l北 海 道 一 重8 

青 にFフ木 滋 賀 1
1 

石ιょ" 手
呂 城 
山 % 
北海道・東北計 
茨 城 
f后 木 
，馬 群
埼 玉 
千 葉 
東 尽 
神 三ノ?』s ]1、 1 

山 梨 
新 潟 
関東・甲信越計 
，Lヨ 山E-H， 
1)石 
子高 井 
岐 阜 
静 岡 
三友正: 知 
北陸・中部計 
1 

2 

13 

5 

4 

l 

7 

4 

462 

38 

4 

2 

527 

l 
1 

l 

1 

6 

20 

30 

京 都 
丘 庫 
奈 良 
大 阪 
近 畿 計 
広 島 
愛 媛 
矢口 高
中国・四国計 
千百 岡 
長 崎 
鹿 y日u 島 
1中 産量 
九州・沖縄計 
全国合計 
6 

17 

1 

79 

105 

3 

1 

5 

9 

4 

4 

l 

5 

14 

698 

出所:INVEST JAPANホームページ (http://www.investment-japan.go.jp/jp/index. 
html)。 
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になっています。国際化がむしろ後退してしまったといえます。いった
い，外国直接投資は，どのようにして決定されるのでしょうか。
外国からある国への直接投資の理由を研究した結果によると，大きく
三つの理由があるそうです。それらは，次の通りです。まず，①外国に
あるその企業が，独自の優れた技術や経営上のノウハウを持っているこ
と(これを「経営資源の優位性Jといいます)。次に，②その技術やノ
ウハウを他の企業の名前で売るよりも 自分で活用した方が良いこと
(これを「内部化の優位性jといいます)。そして，③その技術やノウ
ハウを自分で活用する場所として，外国を選ぶことにメリットがあるこ
と(これを「立地の優位性」といいます)。これらの三つの条件が満た
図3-1 対内直接投資の国内総資本形成に占める比率 
-20 o 20 40 60 80 100 
対内直接投資/園内総資本形成
出所:UNCT AD，World Investment Report，2007. 
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されると，企業は国際化して，千葉へも投資することとなります。
千葉への企業進出の例としては， JlI買不同で日本IBM(米国)， UMC 
ジャパン(掬，側ナイキジャパン， QVCジャパン，シャネル(株J，イケ
ア・ジャパン側， BMW~械(ドイツ)，ウイストロン株)(台湾)，マンパ
ワージャパン(掬(米国)，ウエザーニュース(米国)，フェデックス(米
国)， QVCジャパン(米国)，コストコ(米国)などがあります。これ
らの企業はみな，上で述べた①，②，③という条件をクリアして始めて
千葉に進出してきているといえます。(一社ごとの個別研究が待たれる
ところです。)
一空間経済学と千葉
空間経済学とは，国際経済学という勉強で最近最も注目されている研
究分野の一つです。そもそも，都市は人や建物が密集(あるいは「集積J)
してきたのか，また国全体を見たときに特定の地域に産業が集積したり，
地球規模で見ても文明が特定の場所に発生するのはなぜでしょうか。空
間経済学では集積することにより，情報やモノが安く生産でき，それら
を消費する人たちも多様なモノやサービスを消費できるため，そこに集
積します。この集積は，さらなる集積を生んでいきます。この仕組みを
直接的な理由とし 都市は大きく成長していくのです。工場を例にする
と，施設が大きければ大きいほど生産力が効率的になり，また工場がい
くつか集まると，その産業についての情報も得られやすくなるため(こ
れを「情報のスピルオーバー(こぼれ落ち)Jといいます)，その集積地
帯の魅力(空間経済学では「集積力jといいます)が増します。一定程
度以上の集積ができると，ある意味で、放っておいてもさらに集積の度合
いは高まります。これこそが都市や産業や文明が地球全体で見た特定
の場所で発展した理由なのです。
一方，空間上を何らかの理由であまり移動できない人は都市に集まる 
270 (606) 

千葉大学経済研究第23巻第 3号 (2008年12月)
ことなく，生まれた場所で生涯を送ります。農業は土地自体を切り取っ
てどこかへ持っていくことができないため，都市だけで野菜やお米が作
られるわけではありませんO そうすると都市に住む人は様々な場所で
(つまり「分散jして)生産される農作物を 輸送費を払って購入する
必要があり，逆に農業地帯周辺に在住する人は，都市で生産される工業
品や金融・情報などのサービスを同じように輸送費を払って購入する必
要が出てきます。そのため，都市は一箇所に際限なく集積することはな
く，これを空間経済学では，農業の「分散力jといっています。千葉県
を例にすると，東京に近いことから，落花生，かぶ，さといも，ねぎな
どの農産品を輸送して東京の消費者に提供し 東京からは千葉で生産さ
れていない様々な工業製品・サービスを取り入れることで，食料自給率
が最近ーパ}セントに過ぎない東京は食料品を確保でき，千葉でも東京
からの工業製品やサービスで便利な生活を送ることができます。これは
日本の東京と千葉の間での国内的な相互依存関係です。
実は空間経済学では，人口規模が大きくなると，都心とある程度離れ
た空間に別の「都心J，空間経済学では， I集積Jが必要になる，といっ
ています。このことを表したのが，図 3-2です。この図は，千葉県の
幕張新都心にある， I独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所J
(長い名前ですね)の所長を務めた藤田昌久氏が海外の経済学者と書い
た空間経済学についての本(興味のある方は“MasahisaFujitaぺ“Spatial 
Economy"でネット検索してみてください)で説明しているものです。
図に話を戻すと，人口が少ない時には，都心から離れるに従って(図で
右にいくほど)，その地点での「ポテンシャル J，つまり「利益を得る可
能性Jが小さくなります。
パン屋さんは，お金を儲けるために，人の多い都心でお庖を出す，都
心から離れたところではあまり儲からない，といつことです。ところが，
人口が増えていくと だんだん都心以外の農業を行う人たちの割合も増 
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図 3-2 空間経済学と千葉の立地
その空間のポテンシャル 人口が無限大
千葉? 千葉?
東京都，心
人口がとても少ない
えてきて，高い輸送費をわざわざ払って工業品やサービスを都心から購
入するよりも，地元にそのような工業やサービスの生産のための集積が
あれば，人々は地元の集積から購入しようとするでしょう。つまり，ポ
テンシャルは，都心からある程度離れると，高まる状況になります(ポ
テンシャルの線が波打ちはじめます)。そして，人口がさらに増えてい
くと，都心からある程度はなれた地点で，ポテンシャルが都心と同じ，
あるいは都心よりもさらに高まる状況となります。都心で多くのパン屋
さんと競争しながら利益を出すのは難しく それよりもある程度人口が
あって，都心から離れた場所に自分だけがお庖を出すと，儲かる，とい
うことです(他のいくつかのお庖との競争が少しはあっても，儲けは都
心にお庖を出すより多くなります)。そして，このポテンシャルの線が
波打つ間隔は産業分野によって異なり 輸送が容易なモノ・サービスほ
ど(広い意味での輸送費が低いほど)，波打つ間隔は大きくなり，輸送
費が大きいほど波打つ間隔は小さくなります。また 集積力(魅力)が
分散力に比べて大きい時には，その場所でのポテンシャルが高くなり， 
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集積が起きやすくなります。
このような最新の空間経済学理論を千葉にあてはめて考えると，千葉
は図のどの部分に位置づけられるでしょうか。都心から少し離れた場所
でしょうか。都心からはるか遠くでしょうか。あるいは，都心から程よ
い距離にあるのでしょっか。そして，そもそも日本の人口はどの段階で
しょうか。この間いへの答えはもちろん産業の分野や，千葉県の中のど
の場所か，によって異なります。実際の話から考えると，例えば幕張は，
「新都心」として開発が進められてきたのですが，幕張はおそらく東京
に近すぎるため，幕張に本社機能(これは一種の「サーピスJ)を一時
移したある企業は 再び東京へ戻って(回帰して)いきました。また「か
ずさアカデミアパーク Jは企業の様々な研究開発サービスの集積を千葉
の政策的に目指した地域ですが外部からのアクセスにやや時間とコス
トがかかり(つまり「輸送費が高く J)，人口もそれほど集積していない
ので，新たな企業進出は自然に進むわけではないように思われます。け
れども幕張にしてもかずさアカデミアパークにしても，例えば食事サー
ビス(レストラン)という，何時間もその到着を待つてはいられない(そ
の意味で「輸送費の高いJ)サーピスを提供する企業は存在しています
(行って確かめてみてください)。
このブックレットの中心は 「千葉の内なる国際化」でしたね。空間
経済学から言えることは，今後さらに外国直接投資が来るために，千葉
が，都心から地理的な意味で割りと近い，ということ意外のそれ自体の
魅力(集積力)を増していくことが重要です。ヒト・モノ・お金・情報
の輸送費は程度の違いはあっても基本的には技術の進歩によって低下し
続けていますから，図 3-2でみたような，都心からの距離によって集
積が左右されないために， I独自の集積力」が課題でしょう。そしてこ
れは「内なる国際化」を見据えてこそ，可能となります。いわば「国際
的な地域主義Jを新たに目指すのです。 
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具体的には，幕張は東京とは近すぎるため，囲内的には，都市機能の
より充実した東京に吸い取られてしまいます。けれども，国際的に流入
する人口が増大すれば，幕張独自の国際色ある魅力が増すのです。幕張
は，国際的な独自の役割をさらに打ち出していくことが大事なのです。
第 4節人の国際化と千葉
内なる国際化の最も進んだ段階は，千葉の中で外国からの人と千葉の
人が交流することです。一九世紀後半までの日本では，もしかすると
「私は(今でいう千葉県の)00村出身Jという意識が人々の心に自ら
のアイデンティティとしてあったのかもしれませんが， 20世紀に入って
からは「私は日本出身jという意識がむしろ前面に出てくるようになっ
たのではないでしょうか。そして21世紀は「私は地球市民Jという意識
を世界中の多くの人々が持つ時代に向かっていっている気がします。そ
うだとすれば，私たちは地球市民として考え，地球市民としての義務を
模索していく必要があります。もちろん国により政治，経済，社会文化
は全く異なるので，地球市民相互の関係には残念ながら摩擦が避けられ
ません。政治的・経済的・社会文化的な次元で起こる様々な摩擦の背景
には「利害関係」ゃ「価値観jの多様性があるのでしょうが，この多様
性をどのようにして理解しあい，摩擦を解決できるのでしょうか。この
間いに対する答えをまだ世界中の誰も手にしているとは言えないのかも
しれませんが，一言でいうならば， I多様性の中での一致Jを目指そう
という機運が地球市民の間で高まっていくことが重要です。
一御宿とメキシコの国際交流
人の面での「千葉の内なる国際化Jを考えるために，晴れた夏のある
日，青春共和国(千葉大学国際経済ゼミ)の 4年生のメンバーたちとと
もに，千葉県の御宿に行ってきました。太平洋に面した千葉県の町，御 
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宿には，メキシコとの「国際交流」の歴史があります。 1609年(慶長14
年) 9月30日未明，スペイン領フィリピン総督ドン・ロドリゴを乗せた
帆船サンフランシスコ号(図 4-1)はフィリピンからメキシコに向け
航海中，台風に遭遇して漂流，千葉県御宿の岩和田海岸(図 4-2)に
座礁しました。乗組員373人中， 56人はおぼれてしまいましたが，残る 
317人は岩和田村(現在，御宿町)の村民によって救出されました。こ
の時，海で仕事をしていた女の人たちは，飢えと寒さと不安に震える異
国の遭難者たちを，素肌で暖めたと伝えられています。そして大多喜城
主・本多忠朝の明断によって遭難者たちは37日間，岩和田の大宮寺に滞
在し，村民の手厚い保護を受けた後，江戸城に赴いて徳川二代将軍秀忠
に謁見し，さらに駿府城で引退していた家康にも謁見しました。そして
図 4-1 座礁したサンフランシスコ号
図 4-2 御宿の海(太平洋) 
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図 4-3 御宿のメキシコ記念塔
翌日10年，家康から新しい船を与えられ，無事メキシコに帰国しました。
その翌年の 1611年 「答礼使J(お礼をいう役目の人)セパスチャン・ピ
スカイノが来日し 1613年に支倉常長が日本からの使節としてメキシ
コ・スペイン・ローマへ派遣されることにもつながりました。
けれどもその後，日本は江戸幕府による鎖国政策の時代となり，外国
との貿易や人の行き来は制限され このメキシコと千葉県の「国際交流J
の歴史は明治時代になるまで，忘れられることとなりました。明治時代
になって初めて，条約締結などの目的で欧米に渡侯した日本人が海外か
ら逆に見聞することによって，この江戸時代初期の御宿での「国際交流J
の出来事が日本の人々に知られるようになりました。そして 1928年にこ
のメキシコ記念塔(図 4-3)が建立されました。
この史実が物語るのは，御宿の人びとと彼らの住む岩和田村は，国際
交流にとても適した人々であり，社会だったということです。個人とし
ても，社会としても，困った人に共感し，手助けを惜しまないという姿
勢こそが，その後の日本とメキシコとの国際交流の発端になったのです
から。
けれども，鎖国体制の実現，象徴的には，江戸時代後期の「外国人打
払令J(1825年)のような， I外国船を見かけたら容赦なく追い払えJ， 
276 (612) 

千葉大学経済研究第23巻第3号 (2008年12月)
という閉鎖的な政策が日本全体を覆ってしまった時代には，個人として
は，国際的な交流を望んだとしても，社会がそれを許さない，という構
図になってしまったのです。
一千葉の外国人登録数 
1853年のアメリカ人ペリーの日本への来航と開国要求により，翌1854
表4-1 千葉県と全国の外国人登録者数及び人口割合
千 葉 県 ノ~二 国
年 登録(人者)数 前率年(増%減) 
人口に県占
める割
合(%
登録者数 前率年(増%減) 
総人口に
占める割
合(% 
1983年 16，096 817，129 0.68 
1984年 17，778 10.4 0.35 841，831 3 o.7 
1985年 17，958 1 0.35 850，612 l o.7 
1986年 19，241 7.1 0.37 867，237 2 o.71 
1987年 21，288 10.6 0.4 884，025 1.9 o.72 
1988年 25，226 18.5 0.47 941，005 6.4 o.77 
1989年 27，964 10.9 0.51 984，455 4.6 0.8 
1990年 33，171 18.6 0.6 1，075，317 9.2 0.87 
1991年 43，399 30.8 o.77 1，218，891 13.4 0.98 
1992年 48，853 12.6 0.86 1，281，644 5.1 1.03 
1993年 54，389 11.3 0.95 1，320，748 3.1 1.06 
1994年 56，599 4.1 0.98 1，354，011 2.5 1.08 
1995年 58，507 3.4 011. 1，362，371 0.6 1.08 
1996年 61，694 5.4 061. 1，415，136 3.9 1.12 
1997年 64，929 5.2 1.11 1，482，707 4.8 1.18 
1998年 69，308 6. 7 1.18 1，512，116 2 1.2 
1999年 72，482 4.6 1.22 1，556，113 2.9 1.23 
2000年 77，406 6.8 1.31 1，686，444 8.4 1.33 
2001年 85，821 10.9 1.44 1，778，462 5.5 1.4 
2002年 90，093 5 1.5 1，851，758 4.12 1.45 
2003年 95，391 5.9 1.58 1，915，030 3.42 1.5 
2004年 97，925 2. 7 621. 1，973，747 3.07 1.55 
2005年 101，372 3.5 1.67 2，011，555 1.92 1.57 
2006年 102，890 1.5 691. 
出所千葉県ホームページ 
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年に日本はある意味で仕方なく開国しました。その後， 2回の国際的な
戦争を経て，日本は現在に至っています。ここで現在の千葉の外国人の
人数はどうでしょうか。表3-1は表3-1一千葉と日本全国の外国人登
録者数の推移を示しています。この表によると，外国人の比率は千葉で
は1984年の0.35パーセントから 2006年の1.69パーセントへと着実に上
昇しています。全国的には， 1983年の0.68パーセントから2006年の1.57 
パーセントへと，はやり上昇しており，千葉県の外国人比率は，若干な
がら， 2001年から全国的な比率を上回っています。これはきっと，幕張
新都心をはじめとした千葉県内の開発の効果が外国からの企業や日本企
業に勤める外国人を増やすこととなってきたことが理由として考えられ
ます。
ーフィリピン人Aさんからのお話，千葉の外国人コミュニティー
千葉県市原市に在住のAさんに千葉県内の外国人コミュニティーにつ
いてお話を伺いました(筆者の私とは，市原市内のあるキリスト教会で
の知り合いです)。この方は主に働く目的のために日本に来ています。
月収は自宅近くのスーパーマーケットでのアルバイト収入が13万円，日
本人のために英語の家庭教師をいくつかやって更に 4万円ほど，合計17
万円ほどが月の総収入とのことです。 
Aさんによると，千葉県の中には，五井や八幡にフィリピン人が多く
住んで、いて，県内の工場で働いています。中には就労ピザの切れた不法
な労働者もいて，そのような人たちは建設現場で仕事をしています。日
本人のしたがらない 3K (Kiken I危険J，Kitsui IきついJ，Kitanai Iき
たないJ)の仕事をしています。五井市内にあるキリスト教会には，日
曜日の午後になるとそのようなフィリピン人たちが数十人も集まります
(フィリピンはキリスト教徒の多い国です)。礼拝の後はその近くの
フィリピンレストランに行き，そこでフィリピン料理の食べ放題やカラ 
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オケを交えたおしゃべりの時間を楽しんでいます。ここにいくと，タガ
ログ語でフィリピンの人たちと交流することができ，日本での労働生活
の大変さの中で，ほっとできる唯一の空間だそうです。同じように千葉
で働くブラジル人やインド人もこのレストランには足を運ぶそうで，日
本の人も時折来るそうですが，あまり多くはないということです。 
Aさんの知っているフィリビンの人たちにとって，日本人の友人と自
然に地元で交流があるということはなく，その大きな原因はやはり言葉
がうまく通じない，ということにあるそうです。日本人と結婚している
場合でさえ，フィリビンの人にとって日本語の習得は容易ではなく，夫
婦げんかをしても意思疎通ができない形になってしまって，結局離婚に
至ってしまうそうです。日本人とフィリピン人との離婚率は90%ほどだ
そうです(お話をしてくださったAさんもそのような経験をした方です)。 
Aさんはフィリビン人の友人に 「日本でフィリピン人とばかり付き
合っていると，日本語が上達しませんよ」とお話するそうですが，フィ
リピンのことに関心のあるごく少数の日本人を除いては，日本人もまた，
フィリピン人の集まりに顔を出すことはあまりないようです。 
Aさんのお話によると 多くのフィリピンの人たちが日本の千葉に住
んでいながら，近隣に住む日本人と深く交流することには，なっていな
いようなのです。これは，残念なことですが，千葉の「内なる国際化J
がまだまだ進んでいないことを表しています。
第 5節本稿のまとめ
本稿のまとめは以下のようになります。千葉県は貿易を活発に行うこ
とにより，外国製品を千葉にいながらにして享受することができるとい
う意味で内なる国際化をまず進めてきました。近年は外国企業も千葉県
内に進出しはじめていますが，その規模はいまだ大きくありません。そ
の理由としては，空間経済学的には千葉県独自の魅力(求心力)の創出 
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が課題としてあるからです。そして外国からの人の流入が最も進んだ内
なる国際化ですが，千葉はかつて持っていた国際交流への優れた資質を
江戸時代あたりに一旦社会的に忘れてしまい，現在他国と比べてこの
「人jの面での国際化が遅れているようです。
図5-1の上部は社会の圧力で閉鎖的，画一的になっている社会を模
式的に表しています。これは複雑系科学の中の「磁性体モデルjといい，
他の人がある方向を(それが仮に鎖国という方向であっても)向いてい
る際には自分もそれに合わせないと社会的なプレッシャーを受けてしま
う構図を表現しています。結果的に社会全体としてここから先は危ない
という様々な状況を制御する能力を失い 全体として危険に陥ってしま
うことがありうるのです。これに対し，内なる国際化を人の面で進め，
多様な個性や価値観を持つ人々が日本や千葉へ自由に行き来することに 
図 5-1 磁性体モデルに見る日本社会の転換
守男子男子守守守

守守守守守守
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なれば，そのようなリスクを防ぎ，あのJふミルが言った定常型社会を
活発さを失わずに実現する可能性が出てきます。「活発さ jとは多様性
から生まれ，イギリスで第二次産業革命をつぶさに観察したA.マー
シャルが社会の発展の秘訣として捉えた社会の側面です。
結論として， r千葉の内なる国際化」とは社会的な側面を指してはい
ますが，実はモノや企業の国際化を論じるにつけても，千葉に集う人々
の心のあり方が社会の性格付けの出発点として大きな役割を持っている
のではないかと思うのです。異質な他者(隣人)への気遣い(共感)は，
安定的で活発な千葉という地域社会の構築にとって大事な要素であり，
これからの社会科学の研究においても心のあり方を大切に行くべきでは
ないでしょうか。 
(2008年 8月28日受理) 
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